
学校名 対応する
主障害 設置学部 訪問

教育
寄宿
舎

スクー
ルバス 施設との連携

視覚支援学校 視覚障害 幼・小・中・高・専 ○ ○

聴覚支援学校 聴覚障害 幼・小・中・高・専 ○ ○

秋田きらり支援学校 肢体不自由
及び病弱 小・中・高 ○ ○ 県立医療療育センター等

比内支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○

　同　かづの校 知的障害 小・中・高 ○ 東山学園

　同　たかのす校 知的障害 小・中・高 ○ ○ 吉野学園等

能代支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○

支援学校天王みどり学園 知的障害 小・中・高 ○ ○

栗田支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○ 高清水園、若竹学園等

ゆり支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○

　同　道川分教室 病弱及び
重度・重複障害 小・中・高 ○ 独立行政法人国立病院機構

あきた病院

大曲支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○ ○

　同　せんぼく校 知的障害 小・中・高 ○ ○

横手支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○ 阿桜園

稲川支援学校 知的障害 小・中・高 ○ やまばと園

秋田大学教育文化学部
附属特別支援学校 知的障害 小・中・高

小学校 中学校 合　計

知 的 障 害 163 81 244

肢体不自由 21 11 32

病弱・虚弱 15 5 20

弱　　　視 3 3 6

難　　　聴 18 8 26

自閉症・情緒障害 142 70 212

合　　　計 362 178 540
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知的に障害のある子どもの教育 一人一人に応じた様々な学びの場があります

中学部：自分たちで考えた
　　　　おかずで弁当づくり高等部：校内実習　箱折り作業

高等部：校外作業　温泉施設の清掃

特別支援学校総合体育大会：サッカー競技 高等部：高等学校との共同制作による
　　　　曲げわっぱづくり

　主に知的障害の子どものための特別支援学校が、県内には本分校合わせて12校あります。小学
部では基本的な生活習慣の確立を目指すとともに、具体的な生活場面を通して生活に役立つ言葉や
数等の学習を行っています。
　中学部や高等部では、作業学習や職場・施設で実際に働く体
験（産業現場等における実習）等の、将来の社会的自立に向け
た体験的・実践的な学習も行っています。栗田支援学校の高等
部には、職業学科もあります。

情緒面や行動面に対して支援が必要な子どもの教育
　心理的な要因により学校生活への適応が困難な子どもや、自閉症等により人とのコミュニケー
ションや行動面で課題のある子どもは、小・中学校等の自閉症・情緒障害特別支援学級や通常の学
級において、特別な支援や配慮のもとで教育を受けています。
　見通しをもって学習に取り組むことができるように、具体物や絵、図、写真等、視覚的な手がか
りの活用や、環境の配慮等、障害特性に応じた方法を工夫して指導しています。

学校へ通って教育を受けることが難しい子どもの教育（訪問教育）

日常的に医療的ケアが必要な子どもへの対応

　自宅や病院で常時医療や介護を必要とするために、学校へ通って教育を受けることが難しい子ど
もに対して、家庭や病院に教師を派遣し、それぞれの子どもの状態に応じた教育を行っています。
訪問教育は、週３日１回２時間程度を標準とし、状態に応じて回数や時間を設定しています。

　日常的に医療的ケアが必要な子どものために、特別支援学校に看護師を配置し、
医療機関と連携しながら、安全で安心な教育ができるよう支援しています。

　小・中学校等の知的障害特別支
援学級では、小集団の中で、教科
や生活に役立つ内容の学習を個に
応じて行っています。

県内の特別支援学校

特別支援学級　学級数

在籍幼児児童生徒数
（幼稚部～高等部専攻科）

１　特別支援学校

２　特別支援学級（小・中学校等に設置）

視覚障害 26
聴覚障害 30

病弱・虚弱 10

※平成30年５月１日現在
（秋田大学教育文化学部
　附属特別支援学校を含む。）

知的障害
1,113

1,280（人）肢体　
不自由

101

肢体　
不自由

39

難聴
26

病弱・虚弱 21
弱視 6

在籍児童生徒数

※平成30年５月１日現在

※道川分教室を除く学校では給食があります。訪問教育は平成30年度の実施校です。

知的障害
608

1,123（人）自閉症・
情緒障害

423
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市町村 設置校名 言 学 電話番号

鹿 角 市 花輪小学校 ○ 0186-22-0291（直）

大 館 市
桂城小学校 ○ ○ 0186-42-4910（直）

扇田小学校 ○ 0186-55-0043

北 秋 田 市 鷹巣小学校 ○ ○ 0186-62-9814（直）

能 代 市
渟城南小学校 ○ ○ 0185-52-0468（直）

第四小学校 ○ 0185-52-3239

男 鹿 市 船川第一小学校 ○ 0185-24-3231

潟 上 市 大豊小学校 ○ 018-877-2068

五 城 目 町 五城目小学校 ○ 018-852-2050

秋 田 市

中通小学校 ○ ○ 018-833-5999（直）

旭南小学校 ○ 018-862-5977（直）

土崎小学校 ○ ○ 018-845-3271

桜小学校 ○ 018-836-6671（直）

日新小学校 ○ 018-828-4408

由利本荘市
鶴舞小学校 ○ ○ 0184-22-3558（直）

矢島小学校 ○ 0184-56-2069

に か ほ 市 象潟小学校 ○ 0184-43-2334

大 仙 市
大曲小学校 ○ 0187-63-1018

花館小学校 ○ ○ 0187-63-1022

仙 北 市
角館小学校 ○ ○ 0187-54-2190（直）

生保内小学校 ○ 0187-43-0243

美 郷 町 六郷小学校 ○ 0187-84-1009

横 手 市
朝倉小学校 ○ ○ 0182-32-6070

十文字第一小学校 ○ 0182-42-1020

湯 沢 市
湯沢西小学校 ○ ○ 0183-72-5150

西馬音内小学校 ○ 090-5841-9681

計 15 21

市町村 設置校名 言 学 電話番号

鹿 角 市 花輪第一中学校 ○ 0186-22-1143（直）

大 館 市 第一中学校 ○ 0186-59-9316(直)

北 秋 田 市 鷹巣南中学校 ○ 0186-62-9007（直）

能 代 市 能代第二中学校 ○ 0185-52-5138

秋 田 市 秋田市教育研究所
（山王中学校） ○ 018-865-2532（直）

由利本荘市 本荘北中学校 ○ 0184-24-2620（直）

に か ほ 市 仁賀保中学校 ○ 0184-36-2121

大 仙 市 大曲中学校 ○ 0187-63-2222

仙 北 市 角館中学校 ○ 0187-55-2500（直）

横 手 市 横手北中学校 ○ 0182-38-8600

湯 沢 市 湯沢南中学校 ○ 0183-73-2399（直）

計 0 11

市町村 設置校名 言 学 電話番号

秋 田 市 県立秋田明徳館高等学校 ○ 018-833-2391

計 0 1

〔小学校〕 〔中学校〕

〔高等学校〕

※１ ※１

※１

※２ ※２

※２

　通級による指導は、ほとんどの授業を通常の学級で受けながら、
決められた時間に通級指導教室に通い、障害の状態に応じた特別な
指導を受ける教育の形態です。

　交流及び共同学習では、障害のある子どもたちと障害のない子どもたちが共に活動する機会を通
して、互いに理解を深め合い、共に助け合い、支え合って生きていくことの大切さを学んでいます。

　特別支援学校では、地域の方々や小・中学校等及び、
高等学校等との交流及び共同学習を行っています。

　居住地校交流は、特別支援学
校の子どもが自分の住んでいる
地域の子どもたちと行う交流及
び共同学習です。地域の同年代
の子どもたちと活動を共にし、
関わり合う機会を通して、地域
での豊かな生活につながること
を目指しています。

通級指導教室

３　小・中学校等における通級による指導

　通常の学級に在籍している場合は、障害や特性に配慮し、授業や
学校生活の中で、個に応じた指導内容・方法を工夫した指導・支援
を行っています。

４　小・中学校等の通常学級及び高等学校における指導・支援

※１　言・・・主に言語障害を対象とする通級指導教室
※２　学・・・主にLDやADHDを対象とする通級指導教室
（直）・・・通級指導教室の直通電話

★特別支援学校では、視覚支援学校や聴覚支援学校、秋田きら
　り支援学校、ゆり支援学校において指導が可能です。

～交流及び共同学習～
共に育ち 共に学ぶ

特別支援学校の取組

　特別支援学級に在籍する子どもは、同
じ学年の通常の学級に交流学級がありま
す。特別支援学級は少人数の学級編制と
なるため、交流学級において同年代の友
達とともに活動する機会は、社会性を育
む効果があります。

　子どもの実態に合わせて、教科や単元、
行事等で一緒に学習しています。朝の会
や給食、清掃活動等を一緒に行ったり、
委員会活動やクラブ活動等学年を超えた
校内の活動に参加したりすることもあり
ます。

特別支援学級の取組

一緒って楽しいね、
一緒ってうれしいね

美術部：高等学校との交流制作

障害者スポーツ大会
への参加：
　フライングディスク
　　～アキュラシー競技

地域の小学
校との

交流学習
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